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18匹の成ネコの上丘および周囲の構造物に限局的な傷を与え， その Nauta・Gygaxおよび 
Fink-Heimer法による標本で，上丘から起こる投射線維群を調べ，以下の所見を得た。 
1. 上丘から下行する， (a)視蓋脊髄路は反対側の下部橋および上部延髄高の網様体内側部，
さらに第 4頚髄高あたりまでの前角外側部に， (b)視蓋橋路は同側の二丘芳体および中 1/3高
の背外側橋核に， (c)視蓋網様体路は同側の中脳高および橋高の網様体外側部にそれぞれ終わ
った。 
2. 上丘からはすぐ隣接した下丘核，中心灰白質および反対側の主として上丘中間層に至る
ものが見られた。 
3. 上行性の遠心路はすべて同側性で， (a)上丘腕内に埋れた細胞群および尾半高の内側膝
状体でその接隣部に終わる視蓋芳上丘腕路， (b)尾半高の視床後外側核および視床枕核の隣接
部に至る視蓋外側視床路， (c)前半高の内側膝状体の大細胞および、小細胞部に行く視蓋内側膝
状体路， (d)外側膝状体腹側核で見えなくなる視蓋外側膝状体路，および (e)尾山高の外側中
心核と芳中心核でその隣接部に終わる視蓋内側視床路などがある。 
Keywords: ネコの上正， Nauta・Gygax法， Fink-Heimer法，上正遠心路
略語一覧: 前終末:光学顕微鏡で見られる変性線維の終末は真の終末でなく， それに至る前
のものであるので前終末 (Preterminal) という。
はじめに 材料と方法
上丘からは，視蓋脊髄路を始注目とする種々の投射線維 本研究には 18匹の成ネコを用いた。その l群では背
群が起こることが，古くから多〈の人々によって報告さ 側から大脳皮質を経由して，残りでは後頭葉と小脳テン
れているが，諸家の所見にはかなりの不一致点が残され トの聞から電極を差し込み， 1"， 2ミリアンペアの直流を 
ている。こうしたことは，諸家が用いた動物および染色 1分間流して上丘ないし周囲の構造物を焼灼した。その
法の相違によることよりも，むしろ，上丘に与えた傷の 後 7日の生存期間を置き，心臓から 10%フォルマリン
広がりについての考慮が乏しかったことによるようにみ 水をかん流し，取り出した脳をさらに 10日以上 10%フ
える。そこで，著者はネコの Nauta-Gygax および ォルマリン水で後固定し， 25ミクロンの凍結連続切片と
Fink-Heimer染色標本を用い， とくに上丘の傷の広が して 9枚に l枚ごとに，また，必要に応じてその聞の切
りに注意しながら，そこから起こる投射線維群について 片も加えて Nauta-GygaxI)染色標本とし， さらに若干
調べてみた。 例では残りの切片を Fi叫c-Heimer1法2)で染めた。
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所 見
実験に供した 18例のうち代表的な 12例の傷を図示す
る。図 13.Aは，上正に傷が全くないしほぼ限局した諸
例で，背側から見たその広がりを，図 13.Bは，上丘の
みならず前方の視蓋前域，腹側の網様体，尾方の下丘に
それぞれ及んだものを示した。さらに図 14は，前額断面
でそれらの傷の広がりを示したものである。以上の諸例
からは，傷の位置，大きさに従って種々の変性線維群が
生じたが，そのうち上丘のみから生ずる固有の投射線維
群については， (A)下行性のもの， (B)付近の諸部に至
るもの， (C)上行性のものの 3群に大別できた。 
(AJ 下行性投射線維群 
(a) 視蓋脊髄路:本束は疎大な変性頼粒群からでき，
背側被蓋交叉をへて反対側の内側縦束の腹側を尾方に走
り，下部橋および上部延髄高で主として網様体内側部の
大形細胞に終わり(1)，例によってはこの部および芳
正中部の中等大細胞に (3，7号)，また中 1/3高の被蓋網
様核の背側部に (4，7号)それぞれ少量の前終末を与え
た。この後，第 lから第 4頚髄高で，前索から前角の外
側部にある中等大細胞に向って散発的に走った(2 )。以
後，次第に存在が疑わしく，第 8頚髄以下では全くこれ
を見なかった。なお，本束には赤核，間質核，不確帯お
よび眼運動核に終止する線維は含まれなかった。また，
全実験例中 l例で(7号)本束から分かれて内側副オリ
ーブ核に向う微細な変性頼粒群を見たが，この例の傷は
他例のそれと異なり，上丘を越えて背側網様体にも広が
っていた。
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図 13. 上丘の背側面から見?こ実験 l号から 12号ま
での各傷の広がり
前:前方，後:後方，内:内側，外:外側
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図 14. 前額断面で見た実験 l号から 12号までの各
傷の広がり 
(b) 視蓋橋路: 本束は上丘深髄層を腹外側に， つい
で， 下丘核を支点として尾腹方に曲がり， まず二丘芳
体に局在的対応関係を示しでかなりの前終末を与える 
( 3 )。すなわち，前方の傷は核の前部，尾方のそれは尾
部にそれぞれ投射する。つぎに内側毛帯の外側部を内，
外からはさみながら腹進し，その内側脚は後述の視蓋網
様体路の一部となり，外側脚は網様体外側部に向かつて
内側毛帯を横切る散発性の線維(4 )を放出後，中 Iん付
近の高の橋核背外側部に終わる(5 )。その量は意外に
少なく，終止部と傷との間の対応関係も見つけがたい。 
(c) 視蓋網様体路: 上述の視蓋脊髄路および視蓋橋
路に一部の重さなりを示しながらその聞を腹側に進み，
上丘の中 1んからその尾端を多少すぎる高で外側網様体
に終止する。傷が上丘の前方にあった 8号， 10号および
外側よりの 5号， 6号では，本束に変性がなかった。 
(8J 隣接部への投射線維群 
(a) 下丘核への投射: 傷が上丘の前外側にあった若
干例 (4，6，8号)を除き，そのほかの例では， 同側性
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に下丘核の中 2んの一部の高の背内側部に少量の変性前
終末(6)を見たo これは上丘の中間層の尾端，さらに
下丘交連の外側部を横切ってくる。 
(b) 視蓋中心灰白質線維: 傷の高さで， 同側の中心
灰白質に向けて若干の散発性の変性線維が走る。傷が中
心灰白層にも広がった例では，変性線維は中心灰白質の
ーそう深部に至り，また前後の高さに縦走するものも出
現した。 
(c) 上丘間結合: 対側の上丘には，経路を異にする 
2系が行く。その lは傷の付近の高さで見られるもの
で，上丘交連を介して対側の主として中間層に至る。 
( 7 )。一部に上丘交連を離れてその背側ないし腹側を通
る散発的な線維もある。その 2は傷の位置にかかわりな
く上丘の尾山以下の高さで明らかな疎大変性頼粒群で，
視束層内を縦走してから横走に転じ，帯状層経由のもの
と合して下丘交連の背側にある視蓋半交叉をへて，対側
の中間層の尾方部に散る。 
(CJ 上行する投射線維群 
(a) 視蓋芳上丘腕路:視蓋橋路と共に尾外方に走り，
後者と分かれて前方に反転し，上丘腕の腹側部，ついで
背外側に進みながら内側膝状体の背側部に隣接した変性
線維帯を作り，そこに出現した細胞群(8)および隣接
した尾半高の内側膝状体背側部の小細胞群に終止する。 
(b) 視蓋外側視床路: 視束層内を上行する著明な線
維群である。上丘腕の腹側に視束核が現われると，それ
を囲み，あるいは貫いて外側に進み，膝上核を通過し，
主として尾半高の視床後外側核に(9)，一部が視床枕
核の隣接部に終わる。この線維群のうち上丘の内側部か
ら生じたものは，後外側核の背内側に至り，外側部から
のものは核の腹外側部に多い。 
(c) 視蓋内側膝状体路: 内側膝状体核の上端部を除
く前半の種々の高さで，核の背側の小細胞部，ときに大
細胞部に疎大な変性頼粒群の 2， 3の小集積が見られる 
(10)。また，この付近の高さで，視床後外側核の隣接部
に同様な変性線維域を見た。この線維群は上丘の毛帯層
を前進したのち，視蓋前域の深部を経てくるようにみえ
る。 
(d) 視蓋外側膝状体路: 上丘に傷のあった全例で，
同側の外側膝状体腹側核に少量の変性前終末を見た 
(11)。この線維は恐らく上丘腕経由と思われた。また若
干例では (8，9，10号)，背側核にも変性前終末があった
が，これは視蓋前域ないし視床後外側核の背側部で上丘
腕が壊されたことにより， とくに後者の傷では(9号)， 
視束交叉をへて反対側の背側核に至る変性線維も見られ
た。 
(e) 視蓋内側視床路: これは尾 2/3高さの視床外側中
心核，さらに芳中心核の隣接部に出現する少量の変性線
維群である。その経路は，恐らく上丘の毛帯層ないし視
束層腹側部を通り，中心正中核，ついで，床の背内側核
および後外側核の境の髄板をへるものと思われる。 
(f) そのほかの変性線維群: 上丘のみならず後交連
を含み視蓋前域を大きく破壊された例では(10号)，後
交連を介して両側の動眼および滑車神経核， Darksche-
witsch核および間質核に著明な変性前終末が見られた。
また上丘前部高で背側網様体を破壊された例では (7， 
10号)， 同側の H-野および不確帯に著明な， 反対側の 
H-野に少量の変性線維が出現した。しかし，傷が上丘の
みに限局した例では，こうしたものは見られなかった。
考 按
上圧から起こる下行性遠心路の一つである視蓋脊髄路
は，最も古くから多くの人々によって観察され，また明
確にされてきたが，その終止部について，まだ二，三の
問題が残されている。その一つは交叉高の付近で本束か
ら分かれて，あるいは別経路で赤核など若干の核に至る
という説と，それを否定する説のいずれが当を得ている
かということである。すなわち， Marburg and Warner 
3)，Bucher and Burgi4)は赤核に， Marburg and 
Rafols，)1，Warner3 Altman and Carpenter5 and 
Matzke6) は間質核に， Altman and Carpenter5) 
Rafols and Matzkeめは Darkschewi tsch 核に， 
Bucher and Burgi4)，BurgF)は不確帯に， De Lange8)， 
Papez and FreemanヘRafols.and Matzkeめは眼
球運動核に至る線維をそれぞれ見ているが， Rafols and 
Matzke6) は赤核に， および Rasmussen 10)，Bucher 
and Burgi4)，A1tman and Carpenterめは眼球運動核
に至るものを否定している。他方，著者の場合は若干例
で上記の諸核に至る線維群を見ることができた。 しか
し，それらの傷は上丘のみに限局したものでなく，さら
に視蓋前域あるいは背側網様体に広がったものである。
したがって，著者は上記の存在説に賛成できない。本神
経路についての次の問題は視蓋オリーブ核路との関係で
ある。この後者の神経路を最初に記載したのは Lewan-
dowskyll)であるとされているが，その後の Papezand 
Freeman9l，Rasmussen10)，田代12) らによれば，本束は
存在しない。しかし，最近の Escobarand De Cardenas 
13)は，ネコで本神経路が視蓋脊髄路から起こるのを見，
また袋鼠を用いた Martinl4)も同様な所見を得た。他
雄ないし赤核 Csurgi7)，Altman and Carpenter5))に至
るとされているが，著者の例ではそうしたことはなかっ 
7こ。
上丘から下丘核に至る線維群は， Tarlov and Moore 
20l， MartinI4)，Rafols and Matzke6) によって認めら
れたが，その終止域についての彼らの所見は互に異って
いた。著者の所見によれば，本線維群は同側性に核のり3
高の一部の背内側部に終止し，その量は多くなかった。
つぎ、の視蓋中心灰白質線維については， 田代12)，15)， 
Tarlov and Moore20)，MartinI4)，Matano and Ban21) 
らの報告があるが，とくに後 2者は中心灰白質内を長く
走るものを見ている。しかし，著者の場合は，傷の付近
の高さで少数の散発的な細い線維群が見られただけであ
る。 
Bucher and Burgi，BurgF)，4) Tarlov and Moore 
20)，Martin1べLinand Ingram22) によれば，上丘交
連は上丘と上丘外のみならず上丘聞を結ぶ線維の通路で
もある。また Bucherand Burgi3)，Burgi7) の視蓋半
交叉は上丘外より上丘に至る線維の通路とされてきた
が， Rafols and Matzkeめによると上丘交連の補助と
して反対側の視束層および毛帯層に終わるものである。
著者の所見も彼らのそれに似て上丘から反対側の上丘に
至るものは上記の 2交連を経由し，それは主として中間
層を結合するものであった。
上行性遠心路の一つに視蓋芳上丘路がある。これを最
初に報告した Burgiら4)，7)によると， 本束は視蓋橋路
と共に上丘交連を外側に進み，ついで、前腹方に転じ，下
正腕の内側をへて膝上核に終わる。そこで，これを腹外
側視蓋膝状束と命名した。また， Tarlov and Moore20)， 
Rafols and Matzke6) も同様な経過の線維群を見つけ
たが，それは膝状核のみならず芳腕核，内側膝状体大細
胞部，視索の外側終止核 (Hayhow23)) などにも終わ
る。他方，著者の本束は内側膝状体の背側に隣接して上
丘腕内を外側に進み，そこに出現した細胞群と隣接した
内側膝状体背側部の小細胞部に終止する。そこで，これ
を視蓋芳上丘腕路と呼ぶことにした。
つぎ、の視蓋外側視床路の終止核については，これまで
種々のものがあげられてきた。すなわち，視蓋前域(田
代12λ15)，Altman and Carpenter5l， MartinI4)，Rafols 
and Matzke6))，膝上核 (Bucherand Burgi BurgF)， め， 
Altman and Carpenter5)，Benevento and Ebner24)， 
新見ら 25))，視床後外側核 (Altmanand Carpenter5)， 
MartinI4)，Benevento and Ebner24)，Rafols and 
Matzke6l，視床枕核 (Altman and Carpenter5)， 
Tar lov26)，Tar lov and Moore20)，新見ら向)，視床外
孝
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方，著者の例では，傷が上丘のみならず中心灰白質およ
び背側網様体に広がった l例を除き，とくに傷が上丘の
みに限局した例では本束の変性を見ることができなかっ
た。視蓋脊髄路についての残りの問題は，脊髄における
終止高である。田代15l， Marburg and Warner3) およ
び Rafolsand Matzke6) によれば，マウス，ネコおよ
び袋鼠の本束の線維のすべてが延髄高までに終わり，脊
髄を下るものはない。したがって，彼らによれば本束は
視蓋脊髄路でなくして視蓋延髄路である。しかし，いっ
そう多くの人々は終止高に差があるとしても，いずれも
脊髄を下るとしている。すなわち，その終止高は第 2頚
髄(田代)12)，第 4頚髄 (Pearceand GleesI6)，Martin 
14)) ，第 6，. 7頚髄 (RasmussenIOl， Altman and 
Carpenter5)，Escobar and De CardenasI3))，胸髄 
(BoyceI7)) ，腰髄 (TschermakI8))，仙髄 (DeLange8)) 
である。他方，著者の所見によると，本束の線維は第 4
頚髄まで確実に見られたが，それ以下は疑わしく，第 7
頚髄以下には存在しない。また脊髄内の終止部について
は前角の中間質 (Altmanand Carpenter5)) ないし腹
内側部 (DeLangeめ，田代12J， MartinI4)) とする説も
あるが， Rasm ussen 10)，Pearce and G lees 16)に一致し
て，その最外側部に至り，主として中等大細胞に終止す
るように見えた。
下行性遠心路の第二は，視蓋橋路である。本神経路は
最初の前終末を二丘芳体に与える。この核については，
先に Martinl4) が下丘からの線維を受けるとし， その
後の短い学会抄録 (Martinand HartingI9)) で上正か
ら受けると改め，また Papezand Freeman9)，田代12)
が本核を含む上丘の大きな傷の例で，本核から橋核に投
射があると述べたほかほとんど注目されていない。つい
で本神経路は網様体腹外側部に終わる内側脚と橋核に向
う外側脚に分かれ，後者は網様体に向けて内側毛帯を横
切る散発性の線維を放出後， RasmussenIO)， Altman 
and Carpenter5) の述べたごとく橋の背外側核で見え
なくなる。
第三の下行性遠心路は視蓋網様体路である。本束の起
始は上丘尾部 (DeLange8l， Papez and Freeman9)， 
田代12)，15) Marburg and Warner3l， Tarlov and 
Moore20)) とされてきたが， 著者の所見もそれに似て
上丘の中川以下の高さで生じた。つぎ、に全交叉説の 
Bucher and BurgiべBurgi7)らと異なり，同側の視蓋
脊髄路および視蓋橋路と一部の重さなりを示しながら，
その聞を腹側に進み， 網様体の背外側ないし外側に至
り，上部橋の高さまでに見えなくなる。なお，本束の-
部が黒質 (Bucherand Burgi4)，Burgi Martin1幻)7)， 
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側中間核 (Martin14)，Benevento and Ebner24))，不確
帯および H-野 (Martinlぺ Beneventoand Ebner
24)， 
Rabols and Matzke6)) などである。しかし，著者の所
見によると，視蓋前域および膝上核は通過であり，その
大部分は上丘の傷と局在的な対応関係を示して尾半高の
視床後外側核に終わり，一部が視床枕核の隣接部で見え
なくなった。なお， Burgi7)，新見ら均の記述に反し，
本神経路には交叉性要素は含まれていなかった。
第三の上行路の視蓋内側膝状体路は， Altman and 
>，Tarlovand Moore20ら，)Carpenter5 Tarlov26 Ma-
rtinI4)，Rafols and Matzkeべ新見ら向によると内側
膝状体大細胞部，ないし田代12)，15り 新見ら叫によると
その小細胞部に終わるとされてきたが，著者の所見では
それらの両部に至った。本神経路は上述の視蓋穿上丘腕
路よりいっそう前方高で，やや疎大な変性前終末群の若
干の小集積として終わる。
第四の視蓋外側膝状体路は，上丘から外側膝状体の背
側核ないし腹側核に至るものを言う。このうち前者に終
わるものを田代12)，15¥ Silva27)，Burgi7¥ Martinlべ新
見らm が認めているが， Altman and Carpenter5)， 
Tarlov and Moore~ヘ Benevento and Ebner刊は否
定し，著者も後者らに一致してそれを見ることができな
かった。後者に至るものは，田代12)，15)を除くそのほかの
人々によって認められているが，著者の所見も同じく，
比較的疎大な少数の前終末群であった。なお， Bucher 
and Burgi4)，Tarlov26)，Tarlov and Moore20)，Martin 
1ぺ新見ら向は Guddenの交連をへて反対側の外側膝
状体核に終わる変性線維群を見ているが，著者の傷が上
丘のみに限局した例ではそのようなことはなかった。
第五の視蓋内側視床路の起始部は，一般に上丘とみな
されているが， Papez28)によると視蓋前域， Altman 
and Carpenter5) は背側被蓋としている。他方，著者の
所見は多少とも後者らに似て，傷が全く上丘のみに限局
した例では本束の変性が一段と少いように見えた。本束
は視蓋前域，後交連核および視索核 (Papez28)，Tarlov 
26)，Tarlov and Moore20)，Bonevento and Ebner24)， 
新見ら向)に線維を与えた後，手綱核 (Marburgand 
Warner3)， 中心正中核および芳束核 (Bucher and 
Burgi4)，Burgi，Altman and Carpenter5)，Martin14)， 
Benevento and Ebner24)，新見ら町)，外側中心核(新
見ら)，芳中心核 (Martin1ぺ Beneventoand Ebner判，
新見ら 25))および視床網様核 (Altman and Carpen-
ter5)) などに終わるとされてきたが，著者の所見による
と，視蓋前域，中心正中核および視床背内側核外縁を通
過したのち外側中心核および、芳中心核の隣接部に終止す
るように見えた。
摘筆l乙当 fこり，指導と校闘を賜わった大谷克己教
授に深謝致します。また，標本および写真の作製に
従事して下さった足立喜八郎氏および宮間和夫氏に
も謝意を呈します。 
SUMMARY 
Projection fibers from the superior colliculus 
were studied on 18 cat brains by means of the 
Nauta・Gygax and Fink-Heimer degeneration 
methods. The efferent projection 五berswere 
divided into as follows: 
1) Descending projections: (a) The tectospinal 
tract descended to the medial part of the reticu-
lar formation of the lower pons and the u pper 
bulb，contralaterally. Then the fiber tracts ter-
minated on the lateral part of the anterior horn 
of the first four segments of the spinal cord. 
(b) The tectopontine tract distributed五bers to 
the parabigeminal body and the dorsolateral 
nuclei of the middle third pons，ipsilaterally. 
(c) The tectoreticular tract scattered and termi-
nated around the lateral part of the reticular 
formation within the mesencephalic and the 
pontine level，ipsilaterally. 
2) Surrounding projections: Some of projec-
tion 五bers from the superior colliculus were 
found in the adjoined area of the inferior col同 
liculus，the central gray matter，and the con・ 
tralateral intermediate layer of the superior col-
liculus，mainly. 
3) Ascending projections: (a) The tectopara-
brachial tract gave off fibers to cells located in 
the brachium of the superior colliculus and the 
adjacent area of the caudal half medial genicu圃 
late body. (b) The lateral tectothalamic tract 
terminated on the caudal half lateral posterior 
nucleus and the adjacent area of the pulvinar 
nucleus. (c) The medial tectogeniculate tract 
ended in the magnocellular and parvocellular 
parts of the rostral half medial geniculate body. 
(d) The lateral tectogeniculate tract were traced 
to the ventral part of the lateral geniculate 
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body. (e) The media1 tectotha1amic tract termi-
nated on the cauda1 two thirds of the 1atera1 
centra1 nucleus and the adjacent area of the 
paracentra1 nucleus. 
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1. 	 内側側網様体における視蓋脊髄路の変性前終末 2. 第四頚髄前角外側部の視蓋脊髄路の変性前終末 
( 7号) 10 x 20 ( 7号) 10 x 20 
3. 二丘芳体に至る視蓋橋路の変性前終末(2号) 4. 視蓋橋路から外側網様体lζ至る変性線維 
10X20 (3号) 10 X20 
5. 橋背外側核の視蓋橋路の変性前終末(4号) 6. 下丘核における変性前終末(1号) 10 X 20 
10x20 
93 ネコの上丘から起こる投射線維群 
7. 反対側の上丘中間層l乙至る変性線維(2号) 8. 視蓋芳上丘腕路の変性前終末(7号)10 x 20 
10x20 
9. 視床後外側核における変性前終末(2号) 10. 内側膝状体核における変性前終末(2号) 
10x20 10X20 
号)7視床外側中心核における変性前終末( 1.1 12. 外側膝状体腹側核における変性前終末(2号) 
10X20 10x20 
